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科目名 教育学概論（卒業必修：保育士必修：幼稚園教諭二種必修） 

授業形態 講義 学年 1 

開講時期 2021 年度 前期 単位数 2 

担当教員 櫻井 直輝、市川 和彦 

内容および計画 本科目は、幼稚園教諭二種免許「教育の基礎的理解に関する科目」に位置づく、〈教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想〉と〈教育に関する社会的、制度的又は経営的事項〉及び保育士資格「保育の本質・目的

に関する科目」〈教育原理〉の内容を併せて取り扱う。受講生には、教職コア・カリキュラムが求める到達目

標を修得することが求められることに加えて、保育士資格取得に必要となる教育（行財政）に対する基本的

な理解が求められる。加えて、本学幼児教育学科の学生として、教職課程を学ぶ上で必要となる教育学の基

礎理論の修得及び制度的・経営的事項に関する知識の修得が求められる。 

講義の前半では，教育の理念や思想、歴史を中心に取り扱い、現代の教育がどのような背景をもって成立し

てきたのかを理解することを目指す。この理解を通じて、後半では理念・思想・歴史的背景が現実の教育に

どのように影響し、どのような意味を持っているのかという点を、法制度という視点から学ぶ。第 15 回で

は、本科目の総括として、データを用いながら、現代社会における教育の諸課題を可視化した形で理解した

うえで、その解決にむけて幼稚園教諭・保育士がどのように貢献できるかについて考える。 

 

１ よい教育とは何か？/教育を社会の視点から考える（担当：櫻井直輝） 

２ 西洋の教育思想（古代～中世）（担当：市川和彦） 

３ 日本の教育思想（担当：市川和彦） 

４ 教育史（欧米）（担当：櫻井直輝） 

５ 教育史（日本）（担当：櫻井直輝） 

６ 教育史（日本）（担当：櫻井直輝） 

７ 憲法と教育（担当：櫻井直輝・特別講師） 

８ 学習する権利（担当：櫻井直輝） 

９ 子どもの学びを支える仕組み（公教育の原理）（担当：櫻井直輝） 

１０ 教育基本法（担当：櫻井直輝） 

１１ 学校教育法と関連諸法規（担当：櫻井直輝） 

１２ 教育行政のしくみ（担当：櫻井直輝） 

１３ 学校と地域の連携に関わるしくみ・学校安全の取り組み（担当：櫻井直輝） 

１４ 教育実践と教育評価（担当：櫻井直輝） 

１５ 総括：生涯学習社会における教育をめぐる現代的課題（担当：櫻井直輝） 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

教育思想史 今井 康雄 有斐閣 9784641123847 2009 

     

     

     

     

 

参考書 ・『問いからはじめる教育学』勝野正章・庄井良信、有斐閣ストゥディア 

・『幼稚園教育要領＜平成 29 年告示＞』文部科学省 

・『保育所保育指針＜平成 29 年告示＞』厚生労働省 

・『幼稚園教育要領解説』文部科学省 

・『保育所保育指針解説書』厚生労働省 

・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』内閣府、厚生労働省、文部科学省 

・『解説教育六法』三省堂 

・『教育政策・行政の考え方』村上祐介・橋野晶寛，有斐閣 

・『幼児教育行政学増補版』伊藤良髙，晃洋書房 
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・『日本社会の変動と教育政策』小川正人，左右社 

その他適宜紹介する 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

期末試験 60 

各講義での課題 40 

  

  

  

  

 

学習到達目標 教育に関する基本的な知識を身に付け、教育の歴史的な変遷を理解し、教育の各論を通して、具体的に教育

問題を検討し、教育を取り巻く状況の今日的な課題を把握することを目的とする。また、本講義の到達目標

は、教育に関する社会的、制度的及ひ゛経営的事項についての基礎的知識を習得し、保育者として教育問題

を制度的に考察、検討する力を身につけるとともに、保育実務に対応て゛きる基礎的な態度・能力の形成を

目指すことである。 

 

先修条件 なし 

実務経験  

その他 詳細な講義計画は初回のオリエンテーションで配付します。履修者は初回の講義に必ず参加すること 

また，櫻井担当の各回では予習課題及び確認テストを実施する予定なので，講義の予習・復習をしてくださ

い（詳細は講義の中で説明します）。 

なお，6 月以降，暑くなってきた時はオンライン講義に移行します。 

 


